
認知症の予防･治療に新たな光！ 

－植物成分タキシフォリンの新規作用を解明－ 

 

【概要】 

健康科学大学･健康科学部･理学療法学科の講師･田中将志は、国立循環器病研究セン

ター･脳神経内科･猪原匡史部長、国立病院機構･京都医療センター･臨床研究センター･

浅原哲子研究部長を中心とする研究チームと共同で、認知症モデルマウスを用い、認知

症の予防･治療に効果的な候補物質･タキシフォリンの新しい作用機序の解明に取り組

みました。その結果、タキシフォリンを食べたマウスでは、脳の中で、神経や血管を傷

つけるアミロイドの産生、炎症や活性酸素が抑えられることで、認知機能低下が抑え

られる可能性があることを、世界で初めて明らかにしました。 

この成果は、認知症の新たな予防･治療薬としてのタキシフォリンの可能性を示すも

ので、認知症に対する効果的予防法や新規治療戦略の構築に大きく貢献できると期待さ

れます。本研究論文は、米国科学アカデミー発行の総合学術誌Proceedings of the National 

Academy of Sciences of the United States of America 誌のオンライン版に掲載されました

（日本時間 2019年 4月 30日）。 

 

【研究内容】 

認知症の大部分を占めるアルツハイマー病の大きな原因として、脳の中で作られるア

ミロイド（A）という物質が蓄積し、神経を傷つける可能性が考えられています。特

に、Aが脳の血管に集積すると、血管を傷つけて、脳内出血の原因にもなります（脳

アミロイド血管症）。最近の研究から、アルツハイマー病と脳アミロイド血管症はお互

いに深く関係し、認知症に関わることが分かってきました（図 1）。しかしながら、効

果的な予防法や治療法はまだ確立されていません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



タキシフォリンは野草アザミやシベリアカラマツなどに含まれるポリフェノールの

一種で、ヒトが食べる上での安全性が報告されている物質です。研究チームは、これま

で、認知症モデルマウスとして脳アミロイド血管症モデルマウスを用い、タキシフォリ

ンを食べたマウスでは、脳の血流量が改善すると伴に、脳の中から外への Aの排出が

促進されて脳内 A蓄積量が減少し、認知機能低下が抑えられることを、世界に先駆け

証明してきました（参考文献 1）（図 2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そこで、今回、同じ認知症モデルマウスを用いて、タキシフォリンの作用をさらに詳

細に検討しました。すると、タキシフォリンを食べたマウスの脳の中では、Aの産生

そのものが抑制されることを世界で初めて見出しました（図 3）。それだけではなく、

神経や血管を傷つける性質を持つ炎症性物質の産生や活性酸素レベルも抑えられるこ

とが分かりました。これらの効果と一致して、タキシフォリンを食べたマウスの脳の中

では、細胞死も少なくなっていることが示唆されました。以上の知見から、タキシフォ

リンは多面的な作用を発揮することで、神経や血管を傷つける様々な物質から脳を保護

し、認知機能低下を防ぐのに寄与することが考えられます（図 3）。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の研究成果は、認知症の予防･治療に向けた新しい戦略の構築に大きく貢献でき

ると期待されます。今後、マウスや細胞を用いた基礎研究に加え、ヒトを対象とした臨

床研究を推進することで、認知症の効果的予防･治療におけるタキシフォリンの生理学

的意義を解明し、認知症予防･治療へつなげていきたいと考えています。 
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【問い合わせ先】 
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